
保護構造等級（IP）�

参考資料 ５�

IEC１４４、５２９およびDIN４００５０は機器の保護構造について、防じん、

防水性を等級に分類し、その試験方法を規定しています。�

これに基づくIP表示はヨーロッパをはじめ各国で使用されています。

日本では社団法人・日本電気工業会が IEC５２９に準拠して IP表示を

規格化しています。（JEM１０３０ー１９８３）�

I P ６５ �

�

第２記号：防水保護の等級�

第１記号：接触・個体異物挿入保護の等級�

�

保護構造の種別をいずれか一方を特定しないで呼称する場合には、

その記号をXで示します。�

（例）IPX５　IP４X

０�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

なし�

手の接近からの保護。�

指の接近からの保護。�

工具の先端などからの保護。�

ワイヤーなどからの保護。�

粉じんからの保護。�

完全な防じん構造。�

�

直径５０mm以上の固形異物が浸入しない。�

直径１２mm以上の固形異物が浸入しない。�

直径２.５mm以上の固形異物が浸入しない。�

直径１.０mm以上の固形異物が浸入しない。�

正常動作を阻害するような粉じんの浸入がない。�

粉じんの浸入が完全に保護されている。�

第１記号�
人体・固体異物に対する保護�

試験条件�保護の程度�

０�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

なし�

垂直に落下する水滴からの保護。�

垂直より左右１５°の範囲の水滴からの保護。�

垂直より右６０°の範囲の降雨からの保護。�

全方向の飛まつ水からの保護。�

全方向の噴流水からの保護。�

波浪のような強力な噴流水からの保護。�

一定の条件で水没しても使用可能。�

水面下での使用が可能。�

�

２００mmの高さより３～５mm/分の水滴、１０分間。�

２００mmの高さより１５°の範囲、３～５mm/分の水滴、１０分間。�

２００mmの高さより６０°の範囲、１０r/分の放水、１０分間。�

３００～５００mmの高さより全方向に１０r/分の放水、１０分間。�

３mの距離から全方向に１２.５r/分・３０kPaの噴流水、３分間。�

３mの距離から全方向に１００r/分・１００kPaの噴流水、３分間。�

水面下１m、３０分間。�

使用者と製造者の協議による。�

試験条件�保護の程度�
第２記号�

水の侵入に対する保護�

■標準的な保護構造の組み合わせ�

０�

IP００�

IP１０�

IP２０�

IP３０�

IP４０�

IP５０�

IP６０�

０�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

人体・固形�

異物に対す�

る保護�

第２記号�

第１記号� １�

―�

IP１１�

IP２１�

IP３１�

IP４１�

IP５１�

―�

２�

―�

IP１２�

IP２２�

IP３２�

IP４２�

IP５２�

―�

３�

―�

―�

IP２３�

IP３３�

IP４３�

IP５３�

―�

４�

―�

―�

―�

IP３４�

IP４４�

IP５４�

―�

水に侵入する保護�

５�

―�

―�

―�

―�

―�

IP５５�

IP６５�

６�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

IP６６�

７�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

IP６７�

８�

―�

―�

―�

―�

―�

―�

IP６８�


